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【研究の概要等】  
中枢神経系には、数千種類もの多様な神経細胞が存在している。それぞれ形質の異なる

神経細胞が個々の機能を行使することによって初めて高次な脳機能が発現されるわけであ

るから、「限られた遺伝情報からいかにして多種多様な神経細胞を分別して生み出すのか」

という問いは、神経科学において非常に重要かつ根源的な問題である。生み出される神経

細胞の種類は、神経幹細胞（神経上皮細胞）の神経管における「場所（空間）」と「発生

時期（時間）」によって規定される固有の形質によって、生み分けられているように見え

る。本研究の目的は、小脳をモデル系として、神経幹細胞のもつ固有の形質すなわち「神

経幹細胞アイデンティティ」が発生途上の個体内でいかにして「時間的・空間的」に制御

されているのかを、現象論からその分子機構にまで深めて明らかにすることによって、神

経細胞の多様性獲得の分子機構を個体レベルで理解しようとするものである。具体的には、

神経幹細胞の空間および時間アイデンティティを支配する分子の同定とその機能解析を行

うことによって、上記目標の達成を目指す。  
 

【当該研究から期待される成果】 
 高齢化社会を迎えて、様々な神経疾患や痴呆の問題がクローズアップされてきて

いる昨今、神経細胞の再生や移植治療につながる研究の重要性は増している。本研

究では、様々な種類の神経細胞が生み分けられる仕組みを明らかにすることによっ

て、個別の種類の神経細胞を誘導することを可能とし、将来的には神経細胞の移植

治療や再生治療につながるのではないかと期待される。 
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【研究期間】 平成19年度－23年度  

        

 
【研究経費】  17,600,000 円      

          (19年度直接経費) 
 
【ホームページアドレス】   http://www.ncnp.go.jp/nin/guide/r_diag/index.html
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